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本
書
は
、
山
本
周
五
郎
「
赤
ひ
げ
診
療
證
」
や
黒
澤
明
の
映
画
「
赤

ひ
げ
」
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
小
石
川
養
生
所
を
取
り
上
げ
た
新
書
判

の
本
と
し
て
き
わ
め
て
興
味
あ
る
内
容
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
新

書
判
と
い
う
サ
イ
ズ
と
分
量
の
中
で
、
養
生
所
の
成
立
か
ら
終
焉
ま
で

を
実
に
多
面
的
に
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
を
示
す
と
、
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
江
戸
の
養
生
」
「
第
一
章

大
都
会
・
江
戸
の
医
療
事
情
」
「
第
二
章
町
奉
行
大
岡
忠
相
と
小
石

川
養
生
所
」
「
第
三
章
養
生
所
の
入
所
生
活
」
「
第
四
章
寛
政
の
医

〔
太
陽
出
版
、
兎
泉
都
文
京
区
本
郷
四
’
一
’
一
四
、
電
話
○
三
（
三

八
一
四
）
○
四
七
一
、
二
○
○
五
年
一
二
月
、
Ａ
五
版
、
六
三
八
頁
、

本
体
価
格
四
八
○
○
円
〕

神
病
院
は
一
八
七
九
年
の
兎
泉
府
」
（
五
○
頁
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
京

都
の
癩
狂
院
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
一
八
七
五
年
の
設
立
で
あ
り
、
ま
た

「
病
院
の
典
型
と
い
え
ば
国
立
あ
る
い
は
公
立
の
医
学
校
に
併
設
さ
れ
た

も
の
」
（
三
一
五
頁
）
と
あ
る
が
、
日
本
で
は
多
く
が
病
院
付
属
医
学
校

に
は
じ
ま
っ
て
、
の
ち
に
医
学
校
付
属
病
院
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
ま

た
「
神
山
（
か
み
や
ま
）
復
生
病
院
」
（
三
四
八
頁
）
は
「
こ
う
や
ま
」

の
訓
み
が
正
し
い
。

（
新
村
拓
）

安
藤
優
一
郎
著

『
江
戸
の
養
生
所
』

療
改
革
」
「
第
五
章
養
生
所
の
病
巣
」
「
第
六
章
養
生
所
改
革
の
挫

折
」
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
養
生
所
の
終
焉
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
プ
ロ
ロ
ー

グ
江
戸
の
養
生
」
で
は
、
養
生
所
設
立
の
背
景
と
し
て
の
江
戸
の
養

生
文
化
の
概
要
を
略
述
す
る
。
第
一
章
で
は
、
江
戸
の
医
療
事
情
が
決

し
て
劣
悪
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
養
生
書
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
情
報
が
氾
濫
し
て
い
た
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
指
摘
は
も
ち
ろ
ん
正
鵠
を
射
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
一
方
で
概
括
的

に
過
ぎ
る
記
述
も
い
く
ぶ
ん
か
見
受
け
ら
れ
る
。
第
二
章
で
は
、
小
川

笙
船
に
よ
る
目
安
箱
へ
の
上
書
を
契
機
と
し
て
、
小
石
川
御
薬
園
内
に

施
薬
院
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が
「
養
生
所
」
と
し
て
施
療
を
行
っ
て
い

く
経
緯
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章
と
次
章
「
養
生
所
の
入
所
生
活
」

で
は
、
一
次
史
料
に
丹
念
に
あ
た
り
、
設
立
当
初
の
養
生
所
の
全
容
を

伝
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
代
々
養
生
所
の
肝
煎
を
務
め

た
小
川
家
に
つ
い
て
も
筆
が
割
か
れ
て
お
り
、
評
者
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
。

第
四
章
、
第
五
章
、
第
六
章
で
は
、
江
戸
後
期
以
降
の
養
生
所
の
変

遷
、
そ
れ
は
運
営
難
と
改
革
の
挫
折
の
連
続
と
で
も
い
う
べ
き
苦
悩
の

時
代
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
養
生
所
に
お
け
る
内
外
の

課
題
と
の
格
闘
の
さ
ま
を
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
筆
者
が
触
れ
て

い
る
点
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
寛
政
以
降
に
養
生
所
の
入
所
者
が
減
っ

て
い
く
理
由
を
、
寛
政
改
革
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
町
会
所
に
よ
る
救

民
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
で
み
て
い
る
視
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

町
会
所
に
よ
る
救
民
活
動
は
い
わ
ば
生
活
扶
助
で
あ
り
、
養
生
所
に
お

け
る
施
療
と
は
異
な
り
、
庶
民
の
生
活
危
機
を
総
体
的
に
救
済
で
き
る
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側
面
を
も
っ
て
い
た
点
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
視
点
は
、
こ
ん
に

ち
の
医
療
福
祉
と
社
会
福
祉
に
も
つ
な
が
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

町
会
所
の
研
究
は
、
著
者
自
身
の
博
士
論
文
と
し
て
別
に
大
著
が
も
の

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
と
同
時
に
、
第
六
章
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
養
生
所
の
医
師
た
ち
の
診
療
水
準
の
ば
ら
つ
き
、
薬
種
料
の
少
な
さ

に
よ
る
投
薬
忌
避
、
与
力
・
同
心
の
職
務
不
熱
心
な
ど
に
よ
る
養
生
所

の
衰
退
は
、
読
ん
で
い
て
痛
々
し
い
思
い
す
ら
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
つ

い
に
養
生
所
が
そ
の
命
脈
を
絶
た
れ
る
契
機
が
隣
接
地
で
の
鉄
砲
射
撃

訓
練
の
開
始
で
あ
っ
た
こ
と
も
意
外
な
点
で
あ
っ
た
。

全
体
と
し
て
、
明
快
な
書
き
ぶ
り
で
あ
り
、
要
所
で
必
要
な
実
証
を

加
え
て
お
り
、
そ
の
記
述
に
は
教
養
書
の
水
準
を
超
え
る
分
析
が
施
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
江
戸
の
養
生
文

化
と
養
生
所
の
深
い
関
連
を
論
じ
て
い
る
が
、
庶
民
の
養
生
の
思
想
お

よ
び
文
化
と
庶
民
の
受
療
実
態
と
は
相
関
性
は
あ
る
も
の
の
同
系
統
の

事
象
と
し
て
整
理
し
難
い
面
も
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
い
ま

少
し
詳
し
い
注
記
を
望
み
た
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
著
者
の
卒
業
論

文
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
栴
檀
の
香
り
を
感
じ
さ
せ
る
秀
作

を
み
た
思
い
が
す
る
。

（
瀧
澤
利
行
）

〔
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
二
○
○
五
年
一
月
、
七
二
○
円
〕

原
著
は
【
・
甸
匿
号
編
の
弓
胃
ｇ
ョ
９
局
①
雷
輿
昌
邑
口
門
号
目
ｑ

ａ
ｐ
の
の
凹
め
の
（
９
日
９
局
①
ご
己
く
①
国
ご
牢
①
膀
唾
ｇ
望
で
あ
る
が
、
そ

の
原
典
は
弓
言
ｇ
ョ
目
縁
①
三
日
宣
困
酉
Ｃ
ご
呉
醒
巨
日
目
ロ
厨
８
用

（
乞
麗
）
の
第
八
章
に
あ
た
る
。
そ
れ
に
三
項
目
を
加
え
て
辞
書
形
式

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
典
執
筆
は
米
国
九
二
名
、
英
国
一
四
名
、
カ

ナ
ダ
五
名
、
ス
イ
ス
ニ
名
、
フ
ラ
ン
ス
ニ
名
、
ス
ペ
イ
ン
一
名
、
ペ
ル

ー
一
名
二
七
名
が
担
当
。
一
五
○
種
の
疾
病
に
つ
い
て
特
徴
と
歴
史

を
ま
と
め
た
も
の
。
酒
井
シ
ヅ
（
順
天
堂
大
）
大
西
由
希
子
（
朝
日
生

命
成
人
病
研
究
所
）
・
梶
谷
真
司
（
帝
京
大
文
学
部
）
・
香
西
豊
子

（
日
本
学
術
振
興
会
）
小
林
武
夫
（
帝
京
大
市
原
病
院
）
・
小
林
由
（
昭

和
大
学
横
浜
市
北
部
病
院
）
坂
井
建
雄
（
順
天
堂
大
）
・
澤
井
直
（
順

天
堂
大
）
・
嶋
田
淳
子
（
群
馬
大
）
・
松
村
紀
明
（
東
京
大
学
）
・
柳
澤

隆
昭
（
東
京
慈
恵
会
医
大
）
・
柳
澤
波
香
（
青
山
学
院
・
津
田
塾
大
）

氏
ら
の
十
二
名
で
分
担
翻
訳
し
た
。

酒
井
シ
ヅ
氏
が
監
訳
し
、
三
分
冊
。
全
七
三
五
頁
の
大
部
の
医
学
史

書
と
し
て
ま
と
め
て
あ
る
。

医
科
・
保
健
科
・
文
科
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
が
、

綜
合
的
な
翻
訳
作
業
は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

原
編
者
の
序
文
に
よ
る
と
「
全
体
の
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
を
よ
り
コ
ン
パ

ク
ト
に
す
る
た
め
に
、
元
の
本
に
あ
っ
た
膨
大
な
文
献
と
図
版
を
割
愛

し
た
」
と
あ
る
。

カ
イ
プ
ル
編
、
酒
井
シ
ヅ
監
訳

「
疾
患
別
医
学
史
」
Ｉ
。
Ⅱ
。
Ⅲ


